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表紙の写真：上：韓米FTA交渉妥結後、握手するバティア米通商代表部（USTR）次席代表
（左）と金鉉宗・韓国外交通商省通商交渉本部長（2007年４月２日）〔提供：ロ
イター／アフロ〕。
下：蔚山港で船積みを待つ現代自動車製の輸出用乗用車（2003年６月20日）
〔提供：ゲッティ・イメージズ／アフロ〕。
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